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 （1）        ル＝地。（！）十ε三 （タ＝1，…，m，プ＝1，…，m）
ここで，mはmより十分大きくとる．またルの誤差ε｛は互いに独立でN（0，σ2）に従い，互は篶とgj
との対応を表す行列，2（！）は推定すべき関数！をパラメタにもつ関数とする．すなわち
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             力一（・ハ／貞・ヵ，・・，・ル／貞・ヵ）圭，・：…の構造を表す行列，
             α＝e■伽’， 1＝（1，1，…，1）圭， j＝（1，2，…，m）‘
である．上記（2）式は曲線が凸性または山性をもつ場合である．非負の場合には右辺第2，3項を無視し，
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単調性をもつ場合には第3項を無視する．行列τは非負，単調増加，凸性を表すときにはそれぞれ
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             一（1・∴1）：ψ湖
とおけば，MinR2（！）となるがを求める非線形最小2乗問題とたる．従ってこれをGauss－Newton法
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          非線形方程式系の数値解の精度推定について
                                   土 谷   隆
 伊理によって提案された“高速微分法”（［1コ）は，従来数値微分に頼らざるを得たかったような大規模
な方程式のJacobi行列や関数の勾配，Hesse行列を高速にしかも正確に計算し，同時に関数値の丸め誤
差推定値を得るための手法であり，非線形方程式系，非線形最適化問題や常徴分方程式系の解法などに
役立つことが期待されている．
 NewtOn法系統の算法によってm変数の非線形方程式系力（κ）＝O（5＝1，…，m）の解を求める際にも，
この手法は（1）反復に際して正確たJacobi行列を利用でき，（2）関数値の丸め誤差の大きさのシャープ
な上からの評価〃を利用して，“1月（κ）1≦∠力（κ）（ク＝1，…，m）が成立した時に反復を停止する”と
いった，数値解析的に見て合理的な停止条件を採用できる，等の利点をもたらすことが，実用的な問題
